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開会時間 午後３時５６分  

 

〇廣瀬議長 ただ今から、全員協議会を開会いたします。  

議案審査の前に長谷川企画財政課長から西消防署の新庁舎整備事業について及び

消防指令業務等の共同運用について報告したい旨の申し出がありましたのでこれを

許します。  

初めに、西消防署の新庁舎整備事業について報告を受けます。  

長谷川企画財政課長。  

〇長谷川企画財政課長 企画財政課長の長谷川でございます。  

この場をお借りいたしまして、西消防署の新庁舎整備事業につきまして御報告を

させていただきます。  

西消防署の新庁舎整備事業でございますが、昨年１２月の組合議会定例会におき

まして、甲斐市竜王に所在する西消防署につきましては、老朽化とともに、車庫、

事務室等の狭隘化が進んでいることから、組織市町の担当当局と、協議を開始した

旨を御報告させていただきました。  

現在の進捗状況でございますが、敷地南側を西から東に横断する水路や、敷地内

をほぼ南北に通過しております高圧線、また浸水対策の他、物価の高騰及び建築資

材の調達の困難化などによる工期の延伸が懸念される状況が見受けられますことか

ら、これらを含め、総合的に検討を行っているところでございます。  

今後につきましては、引き続き、組織市町と協議を図ってまいりますとともに、     

組合議会には、随時、検討状況などについて御報告させていただきたいと考えてお

ります。  

西消防署の新庁舎整備事業についての報告は、以上でございます。  

〇廣瀬議長 以上で報告が終わりました。  

 この件について、質問がありますか。  

なければ、この件に関しましては、以上で終了いたします。  

続いて、消防指令業務等の共同運用について報告を受けます。  

長谷川企画財政課長。  

〇長谷川企画財政課長 企画財政課長の長谷川でございます。  

 この場をお借りいたしまして、消防指令業務等の共同運用につきましても御報告

をさせていただきます。  
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消防指令業務等の共同運用でございますが、こちらにつきましても、昨年１２月

の組合議会定例会におきまして、国中地域にあります甲府地区・峡北・笛吹市・峡

南・東山梨・南アルプス市の６消防本部において、令和８年度からの運用開始を目

指し、協議を行っている旨を御報告させていただきました。  

現在の進捗状況でございますが、各専門部会において、指令システムの機器構成

や整備や維持管理に係る費用の負担方法、また、派遣人員数、更には、共同運用に

関する準備等を行う協議会の設置に向け、協議、検討を行っているところでござい

ます。  

今後におきましては、引き続き、共同運用に向け更なる検討を進め、甲府広域と

しての有益性等を考慮する中で国中６消防本部による指令業務等の共同運用を目指

してまいりたいと考えておりますとともに本事業につきましても、西消防署の新庁

舎整備事業と同様、組合議会には、随時、協議状況等について、御報告させていた

だきたいと考えております。  

消防指令業務等の共同運用についての報告は、以上でございます。  

〇廣瀬議長 以上で報告が終わりました。  

この件について、質問がありますか。  

なければ、この件に関しましては、以上で終了いたします。  

それでは、議案審査に入ります。  

この全員協議会におきましては、日程第４ 議案第４号から日程第１０ 議案第

３号までの審査を行います。  

 初めに、議案第４号 令和４年度甲府地区広域行政事務組合消防事業特別会計補正

予算（第２号）について、当局の説明を求めます。  

 長谷川企画財政課長。  

〇長谷川企画財政課長 それでは、議案第４号令和４年度消防事業特別会計補正予

算（第２号）につきまして、御説明申し上げます。  

恐れ入りますが、お手元にございます、議案目録の１ページをお開きいただきた

いと存じます。  

初めに、この補正の提案理由でございますが、歳出第１款消防費は、退職手当等

に係る消防費を追加するものでございます。  

歳入につきましては、第６款繰入金及び第９款組合債を追加更正するための補正
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でございまして、歳入、歳出ともに、４９７万２千円を追加し、補正後の歳入、歳

出予算の総額は、それぞれ３９億４，１８８万６千円とするものでございます。  

また、地方債の補正につきましては、起債充当事業費が確定いたしましたので、

借入限度額を変更するものであります。  

次に、４ページ、５ページをお開き願います。  

 まず、歳入でございますが、６款１項２目職員退職手当金支払準備基金繰入金に

つきましては、中途退職者の発生に伴いまして、増額となる退職手当の財源として

２，４８２万７千円を増額するものでございます。  

 次に、６款１項３目消防施設整備事業等基金繰入金につきましては、高機能消防

指令センター指令系システム更新整備や消防車両の更新整備等の事業費確定に伴い

まして、４５万５千円を減額するものであります。  

 以上、６款１項基金繰入金につきましては、２目、３目合計で２，４３７万２千

円の増額であります。  

 次に、９款１項１目消防債につきましては、消防車両の更新整備等に係る事業費

確定に伴い、１，９４０万円を減額するものであります。  

６ページ、７ページをお開き願います。  

 次に歳出でございますが、１款１項１目常備消防費につきましては、歳入でも御

説明したとおり、中途退職者の発生に伴い、３節職員手当等を２，４８２万７千円

増額するものでございます。  

 １款１項２目消防施設費につきましては、高機能消防指令センター指令系システ

ム更新整備や南消防署浴室改修工事等並びに消防車両の更新整備の事業費確定に伴

い１，９８５万５千円を減額するものであります。  

 以上で、議案第４号 令和４年度消防事業特別会計補正予算（第２号）について、

説明を終わらせていただきます。  

〇廣瀬議長 以上で説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はありませんか。  

質疑なしと認めます。  

次に、議案第５号 甲府地区広域行政事務組合個人情報の保護に関する法律施行

条例制定について当局の説明を求めます。  
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窪田事務局次長。  

〇窪田事務局次長 それでは、議案第５号 甲府地区広域行政事務組合個人情報の

保護に関する法律施行条例制定について御説明申し上げます。  

議案集の１３ページと併せまして、右上に議案第５号資料と書かれました、個人

情報の保護に関する法律施行条例制定についての議案概要を御覧ください。  

 初めに、議案概要について御説明いたします。  

議案提出の目的についてでありますが、本条例は、デジタル社会の形成を図るた

めの関係法律の整備に関する法律により改正された、個人情報の保護に関する法律

の施行に関し必要な事項を定めるため、甲府地区広域行政事務組合個人情報の保護

に関する法律施行条例を制定するものであります。  

次に、議案の内容についてでありますが、本条例は、現行条例である甲府地区広

域行政事務組合個人情報保護条例で定める規定の大部分が改正法に移行することと

なったため、改正法により地方公共団体の条例で定めることとされた必要な事項等

を規定しております。これに伴い、現行条例を廃止するものであります。  

それでは、条文の内容を説明させていただきます。  

議案集の１３ページを御覧ください。  

まず、第１条でございますが、本条例の趣旨について定めております。  

次に、第２条は、本条例における用語の定義を定めております。  

第３条は、個人情報ファイル簿の作成及び公表の範囲について定めております。  

１ページ捲っていただき、１４ページを御覧ください。  

第４条及び第５条は、開示請求に係る開示決定等の処理期限等について、法定で

は３０日となっているところを、住民の利便性が低下しないよう現行条例の処理期

限と同様に１４日とし、また、特例として、処理期限を延長できる旨を定めており

ます。  

第６条は、開示請求に係る手数料として、実費の範囲以内で負担することを定め

るものであります。  

次に、１５ページの第７条から１７ページ上段の第１１条までにつきましては、

組合個人情報保護審査会の設置、諮問事項、調査権限、及び調査審議の手続き等に

ついて定めております。  

第１２条については、毎年度、法及び本条例の施行の状況を取りまとめ、公表す
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ることを定めるものであります。  

第１３条は、必要な事項について、別に規則で定める旨を定めております。  

最後に、附則でございますが、第１項及び第２項については、本条例の施行日を、

令和５年４月１日からとし、現行条例である甲府地区広域行政事務組合個人情報保

護条例（平成２９年条例第５号）は、廃止するものであります。  

第３項から１８ページの第１０項までにつきましては、開示請求等がされた場合

における保有個人情報の開示、訂正及び利用停止や違反行為の処罰、また、組合個

人情報保護審査会に諮問がされた場合における調査権限や調査審議手続き等に関す

る経過措置について定めるものであります。  

以上で議案第５号 甲府地区広域行政事務組合個人情報の保護に関する法律施行

条例の制定について説明を終わらせていただきます。  

御審査のほど、よろしくお願いいたします。  

〇廣瀬議長 以上で説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はありませんか。  

質疑なしと認めます。  

 次に、議案第６号 甲府地区広域行政事務組合非常勤職員の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例制定について当局の説明を求めます。  

 窪田事務局次長。  

〇窪田事務局次長 それでは、議案第６号 甲府地区広域行政事務組合非常勤職員

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について御説明申し上

げます。  

議案集の２１ページと併せまして、右上に議案第６号資料と書かれました非常勤

職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定についての議案概

要と新旧対照表を御覧ください。  

まず、議案の概要について、議案概要を中心に御説明申し上げます。  

議案提出の目的についてでありますが、本条例改正は、令和３年６月の地方公務

員法の一部改正等により、地方公務員の定年年齢の段階的な引き上げや管理監督職

の上限年齢を定めるいわゆる役職定年制等が導入されることに伴い、当組合非常勤

職員の報酬及び費用弁償に関する条例においても、所要の改正を行うものでありま
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す。  

議案の内容についてでありますが、第１条第７号中再任用短時間勤務職員を定年

前再任用短時間勤務職員に改めるものでございます。  

施行日は、令和５年４月１日といたします。  

以上で、議案第６号 甲府地区広域行政事務組合非常勤職員の報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例制定について説明を終わらせていただきます。  

御審査のほど、よろしくお願い申し上げます。  

〇廣瀬議長 以上で、説明は終わりました。  

これより、質疑に入ります。  

質疑はありませんか。  

質疑なしと認めます。  

次に、議案第７号 甲府地区広域行政事務組合職員退職手当支給条例の一部を改

正する条例制定について当局の説明を求めます。  

窪田事務局次長。  

〇窪田事務局次長 それでは、議案第 7 号 甲府地区広域行政事務組合職員退職手

当支給条例の一部を改正する条例制定について御説明申し上げます。 

議案集の２３ページと併せまして、右上に、議案第７号資料と書かれました職員

退職手当支給条例の一部を改正する条例制定についての議案概要と新旧対照表を御

覧ください。 

まず、議案の概要について御説明申し上げます。議案概要を御覧ください。 

議案提出の目的についてでありますが、本条例改正は、国においては、非常勤職

員に対する退職手当の支給にあたり、一定の要件を満たすものを常勤職員とみなし、

国家公務員退職手当法を適用させているところでありますが、今般、国において、

要件を緩和する一部改正がなされたことから、本組合においても 国の制度に準じ

たものとするため、所要の改正を行うものでございます。 

次に、議案の内容についてでありますが、現行条例では、非常勤職員が退職手当

の支給対象となる要件として、１か月の要勤務日数に関わらず、毎月１８日以上勤

務することを必要としております。 

改正後においては、１か月の要勤務日数は、その月ごとに異なることから１か月

の要勤務日数が２０日未満の月の場合は、１８日以上の勤務を必要とするのではな
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く、その月の要勤務日数から２日を減じた日数以上勤務することで、退職手当の支

給対象となるよう 要件を緩和するものであります。 

改正内容につきましては、新旧対照表を御覧ください。 

第１条第２項につきましては、1 か月１８日以上の勤務を必要とするところを月

の要勤務日数が２０日に満たない月の場合は、１８日から２０日と要勤務日数の差

を減じた日数勤務することで、退職手当の支給対象となる職員とみなされるよう改

正するものであります。 

第１３条第２項につきましては、第１条第２項の改正に伴い用語の整備をするも

のであります。 

最後に、附則でございますが、この度の改正にかかわる施行期日及び経過措置等

につきまして、規定の整備を行うものでございます。 

以上で、議案第 7 号 甲府地区広域行政事務組合職員退職手当支給条例の一部を

改正する条例制定について説明を終わらせていただきます 

御審査のほど、よろしくお願い申し上げます。 

〇廣瀬議長 以上で、説明は終わりました。  

これより、質疑に入ります。  

質疑はありませんか。  

質疑なしと認めます。  

 次に、議案第１号 令和５年度甲府地区広域行政事務組合一般会計予算から議案

第３号 令和５年度甲府地区広域行政事務組合国母公園管理事業特別会計予算まで

の３案を一括して当局の説明を求めます。  

 窪田事務局次長。  

〇窪田事務局次長 それでは、議案第１号から議案第３号のうち、事務局所管の提

出案件につきまして、御説明申し上げます。 

なお、金額につきましては、説明書に記載されておりますので､一部を除きまして、

省略をさせていただきますので、御理解をいただきたいと存じます。 

恐れ入りますが、お手元の白い冊子のＡ４横版になります令和５年度予算に関す

る説明書の１ページをお開きください。 

令和５年度甲府地区広域行政事務組合予算一覧表でございます。 

一般会計及び特別会計の合計は、表の総計欄に記載のとおり、３７億５，３１４
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万円でございます。 

対前年度比、２億４，０３１万４千円の減額でございます。 

次に、７ページをお開きください。 

議案第１号 令和５年度一般会計予算でございます。 

７ページの１の総括にあります歳入、また、８ページの歳出でございますが、予

算総額は、ともに４，９４７万円で、対前年度比、１８万１千円の増額でございま

す。 

次に、歳入の主な項目につきまして、御説明申し上げます。 

８ページの２の歳入の欄を御覧ください。 

１款１項１目組合運営費負担金は、組織市町からの均等割り１０％ 人口割り９

０％の割合で納入していただきます負担金でございます。 

９ページを御覧ください。 

２款１項１目利子及び配当金につきましては、説明欄に記載のとおり、３つの基

金の運用利子収入でございます。 

なお、この利子収入につきましては、歳出で、それぞれの基金費に同額を計上し

まして、各基金に積み立てをするものでございます。 

次に、１ページ捲っていただきまして、１１ページを御覧ください。 

３の歳出でございますが、１款１項１目議会費は、組合議会の運営経費でござい

ます。 

主なものにつきまして、御説明申し上げます。 

１節報酬は、組合議会議員２４名の報酬でございます。 

８節旅費は、議員行政視察研修に要します経費でございます。 

１０節需用費は、主に地方議会事務提要等の追録に要します費用でございます。 

１３節使用料及び賃借料は、議員行政視察研修に伴いますバス借り上げ料、及び

議員懇話会会場借り上げ料等でございます。 

１ページ捲っていただきまして、１２ページを御覧ください。 

２款１項１目一般管理費は、事務局の運営経費等でございます。 

主なものにつきまして、御説明申し上げます。 

１節報酬は、管理者等の特別職の報酬でございます。 

２節給料から４節共済費につきましては、事務局職員４名分の人件費でございま
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す。 

１０節需用費は、消耗品費、予算書・決算書等の印刷製本費が主なものでござい

ます。 

１２節委託料は、組合ホームページ運用保守管理費、組合例規集更新データ作成

業務等でございます。 

１３節使用料及び賃借料は、複写機、事務連絡用自動車のリース料及び組合例規

集データベースシステムの使用料等でございます。 

１８節負担金補助及び交付金は、職員福利厚生組合事業主負担金でございます。 

 １３ページを御覧ください。 

２４節積立金は、事務局職員１名分の職員退職手当金支払準備基金への積立金で

ございます。 

 次に、２目の公平委員会費は、公平委員３名の報酬でございます。 

 次の３目財政調整基金費から５目消防施設整備事業等基金費は、歳入の財産収入

に計上してあります基金の運用利子を、それぞれの基金に積み立てをするものでご

ざいます。 

次に、２項１目監査委員費でございますが、１節報酬は、監査委員２名の報酬で

ございます。 

１０節需用費は、決算審査意見書、定期監査報告書に係る印刷製本費でございま

す。 

 １ページ捲っていただきまして、１４ページを御覧ください。 

３款予備費につきましては、前年度と同額を計上させていただきました。 

以上で、議案第１号 一般会計予算についての御説明を終わらせていただきます。 

次に、５０ページを御覧ください。 

議案第３号 令和５年度国母公園管理事業特別会計予算について、御説明申し上

げます。 

 １の総括にあります歳入、歳出予算の総額につきましては、ともに２，３９１万

円で、対前年度比７５万７千円の増額でございます。 

５１ページを御覧ください。 

２の歳入でございますが、１款１項１目国母公園管理負担金は、関係市町であり

ます甲府市、中央市、昭和町からの均等割り３０％、人口割り７０％の割合で、納
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入していただきます負担金でございます。 

次に、２款１項１目公園使用料は、有料運動施設の使用料と公園の占用料でござ

います。 

１ページ捲っていただきまして、５２ページを御覧ください。 

３款１項１目利子及び配当金は、国母公園管理基金の運用利子収入を計上したも

のでございます。 

４款１項１目国母公園管理基金繰入金は、国母公園内、テニスコート CD 面の改修

工事の財源として３７７万８千円を基金から繰り入れるものでございます。 

 ５３ページを御覧ください。 

６款２項１目雑入は、国母公園管理事務所の一部を使用している、国母工業団地

工業会事務局からの光熱水費等相当額分の納入金が主なものでございます。 

 １ページ捲っていただきまして、５４ページを御覧ください。 

３の歳出でございますが、１款１項１目一般管理費は、公園管理に要します経費

でございます。 

 主なものにつきまして、御説明申し上げます。 

１節報酬から８節旅費までは、会計年度任用職員３名の人件費でございます。 

１０節需用費は、消耗品費、光熱水費、建物修繕費等でございます。 

１２節委託料は、公園内の清掃作業、管理事務所の警備業務、電気工作物の保安

管理業務、ごみ処理業務、公園内樹木整枝剪定業務の委託料でございます。 

１４節工事請負費は、国母公園内有料運動施設の改修工事など施設の補修等に伴

う経費でございます。  

１８節負担金補助及び交付金につきましては、国母工業団地内のグリーベルト管

理に係る補助金でございます。  

以上で、議案第１号から第３号までのうち、事務局所管の２つの会計に関わりま

す、歳入・歳出予算についての説明を終わらせていただきます。  

なお、消防事業特別会計につきましては、この後、長谷川企画財政課長から御説

明いたします。  

〇廣瀬議長 長谷川企画財政課長。  

〇長谷川企画財政課長 引き続きまして、議案第２号 令和５年度消防事業特別会

計予算につきまして、御説明いたします。  
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お手元の予算に関する説明書の２７ページをお開きいただきたいと存じます。  

 金額につきましては、予算書に記載されておりますので、一部を除き、省略とさ

せていただきます。  

 令和５年度消防事業特別会計予算（案）でありますが、２７ページの歳入及び２

８ページの歳出ともに、予算総額は同額の３６億７，９７６万円で、前年度と比較

いたしまして２億４，１２５万２千円の減であります。  

 減額の主な要因といたしまして、  歳入は、６款繰入金のうち職員退職手当金支払

準備基金繰入金及び９款の消防債の減額が主な要因となっております。  

歳出につきましては、１款消防費のうち、定年延長に伴う退職手当及び退職手当

支払準備基金への積立金の減額並びに令和４年度に実施しました高機能消防指令セ

ンター指令系システム更新に伴います消防施設費の減額が主な要因となっておりま

す。  

次に、２９ページを御覧ください。  

 歳入予算の主なものにつきまして、御説明いたします。  

１款１項１目消防費負担金は、３３億３，５３３万１千円で組織市町からの常備

消防費負担金のほか４件の負担金を受け入れるものであります。  

 ２款１項１目消防手数料は、５３３万２千円で、消防許認可申請手数料等であり

ます。  

 次に、３０ページをお開き願います。  

 ５款１項１目財産貸付収入は、８９万１千円で、消防本部庁舎及び各署所の自動

販売機設置に係る公有財産貸付料であります。  

 次に、３１ページをお開き願います。  

 ６款１項２目職員退職手当金支払準備基金繰入金は、１億１，９１０万２千円で

暫定退職者７名分の退職手当金等に充当するものであります。  

 次の３目消防施設整備事業等基金繰入金は、１，９４４万円で、車両更新計画に

基づく、消防ポンプ自動車２台の整備に係る事業費及び南署はしご車のオーバーホ

ール並びに消防本部庁舎改修工事などの消防施設費に充当するものであります。  

次に、３２ページをお開き願います。  

 ８款２項１目雑入は、３７６万円で、高速自動車国道救急業務交付金及び山梨県

防災ヘリ運行調整交付金等を受け入れるものであります。  
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 ９款１項１目消防債は、１億９，５８０万円で消防車両２台の車両更新及び 西

署新庁舎整備事業に係る事業費に充当するものであります。  

 次に、３３ページを御覧ください。  

 歳出予算につきまして、御説明いたします。  

 歳出予算の主なものにつきましては、１款１項１目常備消防費のうち、２節給料

から４節共済費につきましては、消防職員に係る人件費が主なものであります。  

１２節委託料は、高機能消防指令センター保守点検や消防救急デジタル無線施設

保守点検等に係る委託業務に係る経費であります。  

次の３４ページを御覧願います。  

 １款１項２目消防施設費でありますが、１０節需用費は、当本部に配備されてお

ります３台のはしご車のうち、南消防署に配備されております南署はしご車のオー

バーホール等に係る経費を計上したものであります。  

 １１節役務費及び１２節委託料は、西消防署新庁舎整備事業に係ります各種経費

であります。  

 １７節備品購入費は、車両更新計画に基づき、武田ポンプ車及び湯村ポンプ車の

更新整備に係る経費を計上したものであります。  

 次の３５ページを御覧願います。  

 ２款１項公債費は、消防施設等整備事業の財源として、起債いたしました消防債

の元金償還金及び利子となっております。  

 以上で議案第２号 令和５年度消防事業特別会計予算についての説明を終わらせ

ていただきます。  

 御審議を賜りますようお願いいたします。  

〇廣瀬議長 以上で説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はありませんか。  

木内直子議員。  

〇木内議員 よろしくお願いいたします。いくつかありますので、まとめて質問を

させていただきます。  

初めに３３ページ、３４ページ消防事業特別会計予算について、御質問させてい

ただきます。歳出１款消防費のうち、常備消防費１億３，３４６万５千円分、消防
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施設費の１億２９４万３千円の減となっている要因の説明をお願いいたします。  

次に、３６ページの給与費明細書中、職員数は、前年度３３５名が本年度３２９

名となっております。この要因は何か、また体制について説明をお願いいたします。  

次に、新型コロナの感染者が出ている状況でありますが５月８日から５類となり

ますが、消防署の対応について、説明をお願いいたします。  

次に、第８波の際、緊急搬送がひっ迫し、山梨県内では緊急搬送困難事案が７０

０件を超えており、甲府地区消防本部搬送困難事案は、第７波より７２件増の３０

３件であり、傷病者の受け入れが決まらずに、最長で２時間３１分であったと報道

がされております。想定される第９波に向けて、どのような対応を検討しているか

説明をお願いいたします。  

次に、女性消防吏員について、当面５％を目指していると思いますが、新年度の

女性消防吏員は、人数と割合の説明と増員に向けての取り組みの説明をお願いいた

します。  

次に、男性の育児休業の取得の推進について、甲府地区消防本部では、これまで

取得者がいないようですが新年度の対応について説明をお願いいたします。  

〇廣瀬議長 ５点の質問の説明を求めます。  

 長谷川企画財政課長。  

〇長谷川企画財政課長 お答えいたします。１款１項１目常備消防費の１億３，３

４６万５千円の減額理由について、退職手当及び退職手当支払準備基金の積立金の

減額が主な要因になります。  

３４ページの２目消防施設費でございますが、１億２９４万３千円の減でありま

すが、令和４年度に実施いたしました高機能消防指令センター指令系システム更新

事業に伴います消防施設費の減額が主な要因となっております。  

〇廣瀬議長 保坂救急救助課長。  

〇保坂救急救助課長 お答えいたします。５類以降、当分の間は、感染及び感染が

疑われる救急要請が高い水準で推移することが懸念されることから感染防止対策に

ついて、引き続き、万全の体制をとり、迅速かつ適切な救急搬送に取り組んでまい

りたいと考えております。  

続きまして、搬送困難事案につきましては、今後においても搬送困難事案の回避

について医療機関に要請していくとともに県と連携・協力を行い、迅速な医療機関
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の搬送を行ってまいりたいと考えております。  

〇廣瀬議長 今井次長兼人事課長。  

〇今井次長兼人事課長 ３６ページの一般職、職員数についてお答えいたします。

本年度３２９名は、予算上であり実際には３２７名であります。短時間再任用職員

１６名が在籍しており、合わせて３４３名体制となっております。前年度、一般職

３３５名、短時間再任用職員９名が在籍しており、合わせて３４４名体制となって

おります。職員体制といたしましては、昨年度と比較して１名の減となります。一

般職の減の要因につきましては、令和５年度から定年延長制度がはじまるものによ

るものです。令和４年度の定年退職者は、１１名でありますので、通常であれば１

１名を採用するところでありますが、令和５年度の定年退職はいないことから採用

の継続性の観点から１１名を今年度と来年度の２回に分けて採用を考えております。

このため、一時的に一般職が減となっておりますが、サービスの低下が生じないよ

う再任用職員を効果的な配置により対応してまいります。  

次に女性消防吏員につきまして、現在１０名が在籍しており、入職率３.０％とな

っております。現在、１７名の入職率５.０％を目指して取り組んでいるところであ

りますが、令和５年度から２名を採用しますので、１２名の在籍となり、入職率３.

６％となります。広報活動といたしましては、女性消防吏員ののぼり旗など使用す

るなど啓発を行っております。今年度につきましても、就職の選択肢として取り上

げいただけるよう本日の新聞に掲載されておりましたが、県内の高校２年生、３年

生向けの就職情報など毎年、就職説明会でも啓発を行っております。女性消防吏員

を毎年一定数の確保をしておりますが、今後においても、女性が活躍できる職場づ

くりと女性消防吏員の活動を広報することによって、多くの方に知っていただき、

目標に向けて取り組んでまいります。  

次に男性職員の育児休業について、経済的不安もあると思われることから共済組

合等からの休業給付等の情報提供を行っているところであります。また、各種団体

等から育児休業の取得者の経験談などの紹介を行ってまいりたいと考えております。 

甲府地区消防本部においても、女性消防吏員の増加により女性活躍推進やワーク・

ライフバランスがとれる誰もが働きやすい職場とすることで優秀な人材の確保や人

材育成にもつながりますので多くの職員が育児休業の取得ができる職場風紀に努め

てまいりたいと考えております。  
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〇廣瀬議長 木内直子議員。  

〇木内議員 御回答ありがとうございます。新年度の職員体制について問題がない

と理解いたしました。  

次にコロナ禍におきまして、第８波の状況を繰り返さないように対応をお願いい

たします。  

次に女性消防吏員について、新年度、２名増ということで喜ばしいことであり、

引き続き、入職率５ .０％を目指して取り組んでいただきたいと思います。  

次に男性の育児休業についても、新年度、第１号の男性が出てくるような取り組

みをしていただきたいと思います。男性も女性も働き続けられる職場づくりをお願

いして、質問を終わらせていただきます。  

〇廣瀬議長 ほかに質疑はありませんか。  

 小澤重則議員。  

〇小澤議員 今の質問でありますが、５問一度になされるとわかりにくいため、今

後、検討していただきたいと思います。  

〇廣瀬議長 承知いたしました。そのように運用させていただきたいと思います。  

 ほかに質疑はありませんか。  

 樋口孝之議員。  

〇樋口議員 育児休暇について私も関心を抱いており、職員約３４０名のうち、育

児休暇の対象者は何名程度いるのでしょうか。  

〇廣瀬議長 今井次長兼人事課長。  

〇今井次長兼人事課長 現在、育児休暇の対象者は、１５名となっております。  

〇廣瀬議長 樋口孝之議員。  

〇樋口議員 要望といたしまして、育児休暇を取得しても何もできないと困ります

ので、家庭において育児ができるよう勉強会や研修会の開催をお願いしたいと思い

ます。  

〇廣瀬議長 ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」と呼ぶ者あり）  

〇廣瀬議長 これをもって質疑を終結いたします。  

以上で 議案第４号から議案第３号までの審査を終了します。  

以上をもちまして、全員協議会を閉会いたします。  

閉会時間 午後４時４６分  


